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新しい生活様式を 子どもと共に！

いよいよ来週から全校登校です。これまで

長い道のりでした。久しぶりに全員そろう学校

本当にうれしく思います。ただ、うかれてばか

りではいけません。子どもたちの大切な学校生

活が続くよう、子どもと教師、そしてみなさん

と一緒に「新しい生活様式にもとづく学校」を

つくっていきたいと思います。ご協力とご理解

お願いします。

本校では、新しい生活様式を送る上で一番

大事なことは、子どもも私たちも「学校生活を

ふりかえり、一人一人が感染防止のために気を

付ける意識をもつこと」と考えました。そこで、

来週の学級活動や朝の時間等で写真のようなヒ

ストグラムやポスターを使い、学年に応じた指

導を行います。主なねらいは３つあります。

◯ 正しい手洗いの方法を知り、実践できる

ようにする。

◯ 「３つの咳エチケット」と「正しいマス

クの着け方」を知り、実践できるようにする。

◯ 新型コロナウィルスの感染を予防するた

めの３つの密を理解し、適切に行動できる

ようにする。

以上の３つです。特に、分散登校の子どもの

様子を見ていると、久しぶりの友達、久しぶり

の学校がうれしくて、ついついマスクが・・・。

また、暑さのためついつい・・・という様子も

見られました。これからますます暑さも厳しい

時期になりますので、熱中症予防には、十分に

注意しながら指導にあたっていきます。なお、

ヒストグラムとポスターは、指導後、教室等に

掲示し、日常生活の中でも意識化できるように

していきます。

その他の、学校での対応につきましては、裏

面と別紙プリントのとおりです。ただ、今後実

態に応じて随時改訂していきます。



新しい生活様式！
朝の登校してきて、学校に入る。感染症予

防には、「学校にウイルスをいれない」こと、

これがまず大事です。朝登校してきたら、まず

消毒。「消毒の習慣化」を図ります。消毒薬

は昇降口はには、もちろん、学級の入り口等に

も設置します。

また、朝の時間で徹底したいのは、「体温

管理」です。本校では、朝教室に入る時に、「健

康観察カード」を担任に渡すように計画してい

ますので、ご協力お願いします。分散登校の中

で検温を忘れてしまった児童が数名見られまし

たが、ご家庭でも「朝学校に行く前の検温」

の習慣化をお願いします。

授業にあたっては、「密閉」「密集」「密接」

を避けた授業を実施していきます。特に、体育

科の密集する運動，音楽科の歌唱指導、家庭科

の調理実習などは、「指導時期を変更」した

り、「３密に十分注意」したりして実施しま

す。（マスクを着用する。間隔を十分にとり、

近距離での対面を避ける。教師の代表実験にか

える。３密に十分配慮し、短時間で終える。）

また、集会にあたっては、規模に応じて実施

方法を変更したり、場合によっては延期や中止

にします。本校においては、当面の間は、全校

での集会は放送での実施します。集まる場合で

も最大は学年までとし、実施場所も体育館か校

庭で児童間の間隔は十分にとるようにします。

また、活動後には、「うがい、手洗いの徹

底」を図っていきたいと思います。

生活をおくる上で、密接が一番考えられ

るのが、水道の使い方。学校では、少しでもそ

の緩和がはかれるよう、ろうか等にテープで目

印をつけたり、矢印で示したりして「ソーシ

ャルディスタンスの意識化」をはかれるよ

うにしました。ただ、印の位置や間隔など子ど

もが実際に生活しないとわからない部分もあり

そうなので、実態を見ながらよりよい方法を探

っていきたいと思います。

また、学校生活を送る上で徹底したいのは、

「適切な換気」最低休み時間毎（できる限

り授業中も）教室の前後の戸と窓も開け５分間

以上の換気をおこないます。特に、これからの

暑い時期、エアコンを使うようになりますが、

エアコンは空気を循環させるだけで、換気には

なっていませんので十分に注意していきます。

新聞等を見ますと、国内では二次感染の恐れ

という記事も見られ、一人一人の行動の在り方

が問われていることを痛感します。みんなで力

を合わせ新しい習慣をつくっていきましょう。


